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市
民
の
皆
さ
ん
の
快
適
な
生
活
を

確
保
す
る
下
水
道
は
、
昭
和　

年
度

３１

か
ら
整
備
を
始
め
ま
し
た
。
下
水
道

の
整
備
に
は
下
水
処
理
場
や
ポ
ン
プ

場
の
建
設
の
ほ
か
、
各
地
区
で
の
下

水
管
の
敷
設
な
ど
、
多
額
の
先
行
投

資
が
必
要
で
す
。
こ
の
投
資
分
を
皆

さ
ん
か
ら
の
下
水
道
使
用
料
で
回
収

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
当

初
は
普
及
率
や
他
市
町
村
と
の
水
準

を
考
慮
し
、
使
用
料
を
低
め
に
設
定

し
、
段
階
的
に
上
げ
て
き
た
こ
と
や
、

人
口
が
当
初
の
見
込
み
よ
り
も
減
少

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
投
資
分
の
回
収

が
追
い
つ
か
ず
、
赤
字
が
発
生
し
ま

し
た
。

　

赤
字
の
ピ
ー
ク
は
平
成
２
年
度
に

約　

億
８
千
万
円
に
達
し
ま
し
た
が
、

８１
一
般
会
計
か
ら
の
計
画
的
な
繰
り
出

し
（
税
金
な
ど
の
使
用
）
や
使
用
料

の
改
定
、
維
持
管
理
経
費
の
見
直
し

な
ど
に
よ
り
、
平
成　

年
度
末
で
は

１８

約　

億
７
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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企
業
誘
致
な
ど
を
目
的
と
し
た
臨

海
土
地
造
成
事
業
を
昭
和　

年
度
に

４１

始
め
、
崎
守
・
絵
鞆
・
入
江
地
区
の

順
に
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
度

の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や
社
会
情
勢
の
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変
化
な
ど
に
よ
り
土
地
の
売
却
が
進

ま
ず
、
造
成
に
要
し
た
資
金
を
回
収

で
き
ず
に
赤
字
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

赤
字
の
ピ
ー
ク
は
、
平
成
８
年
度

に
約　

億
円
に
達
し
ま
し
た
が
、
平

１１３

成　

年
度
末
で
は
約　

億
６
千
万
円

１８

９７

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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施
設
の
老
朽
化
と
皆
さ
ん
の
利
便

性
の
向
上
の
た
め
、
市
立
室
蘭
総
合

病
院
を
平
成
９
年
度
に
移
転
新
築
し
、

新
た
に
３
つ
の
診
療
科
を
増
設
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
う
診
療
体
制
の
整

備
や
、
移
転
費
用
が
か
さ
ん
だ
こ
と

な
ど
か
ら
、
約
６
億
５
千
万
円
の
赤

字
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
か
ら
の
診
療
報
酬
の

１４

マ
イ
ナ
ス
改
定
が
収
益
の
減
少
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
平

成　

年
度
末
で
の
赤
字
は
約　

億
８

１８

１０

千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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自
治
体
の
財
政
状
況
を
的
確
に
把

握
す
る
た
め
、
一
般
会
計
や
企
業
会

計
な
ど
全
会
計
を
連
結
さ
せ
て
赤
字

の
状
況
を
見
る
連
結
実
質
赤
字
比
率

を
含
め
た
、
４
つ
の
比
率
を
財
政
健

全
化
の
判
断
基
準
と
す
る
新
し
い
法

律
が
６
月　

日
に
成
立
し
ま
し
た
。

１５

　

こ
の
法
律
は
、
平
成　

年
度
決
算

２０

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
自
治
体
財

政
の
健
全
性
を
判
断
す
る
具
体
的
な

基
準
が
今
年
の
秋
か
ら
年
末
に
か
け

て
明
ら
か
に
な
る
予
定
で
す
。
こ
の

基
準
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
予
算
が

国
の
管
理
下
に
置
か
れ
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
な
ど
、
住
民
生
活
に
も

影
響
が
及
び
か
ね
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
歳
入
確
保
策
の
ほ
か
、
職

員
数
の
縮
減
、
給
与
構
造
の
見
直
し
、

事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
手
立
て
を
講
じ
て
早
急
に
赤
字
を

解
消
し
て
い
き
ま
す
。
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下
水
道
や
港
湾
、
病
院
な
ど
、
特

別
・
企
業
会
計
の
赤
字
の
ピ
ー
ク
は

平
成
３
年
度
末
で
、
約　

億
４
千
万

２５５

円
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成　

年
度
末

１８

で
は
約　

億
７
千
万
円
と
な
っ
て
お

１７１

り
、　

年
間
で
約　

億
円
の
解
消
を

１５

８４

図
っ
て
き
ま
し
た
。
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平
成　

年
度
決
算
に
比
べ
て
、
一

１７

般
会
計
な
ど
で
約
８
億
３
千
万
円
の

黒
字
が
増
加
し
た
こ
と
に
加
え
、
白

鳥
台
会
計
で
約
９
億
３
千
万
円
、
下

水
道
会
計
で
約
３
億
５
千
万
円
、
国

保
会
計
で
約
２
億
５
千
万
円
な
ど
、

合
計
で
約　

億
５
千
万
円
の
赤
字
を

２２

解
消
し
ま
し
た
。
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基
金
や
備
荒
資
金
な
ど
の
「
市
の

貯
金
」
や
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金

な
ど
を
活
用
し
た
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
出
し
（
税
金
な
ど
の
使
用
）
な

ど
に
よ
り
、
港
湾
・
下
水
道
会
計
を

中
心
に
、
出
来
る
だ
け
早
く
赤
字
を

解
消
し
、
最
悪
の
場
合
で
も
、
連
結

実
質
赤
字
比
率
が　

％
を
下
回
る
よ

２０

う
、
取
り
組
み
を
続
け
ま
す
。

　

な
お
、
各
会
計
の
赤
字
解
消
の
目

標
額
や
期
間
な
ど
を
設
定
し
た
、
具

体
的
な
計
画
を
、
財
政
の
健
全
性
を

判
断
す
る
基
準
な
ど
が
明
ら
か
に
な

り
次
第
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
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